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無
  料

予約制で
弁護士が対応

2月 19日㊌午後６時～

久永かずえ
携帯電話 090-1758-3521
お急ぎの方も、まずは久永議員へ

相談はお気軽に
　　声かけください

日常生活の困りごとについ
てご相談ください。

   

2
月
26
日
（
水
）
か
ら
3
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す
。
一
般
会
計
の
予
算
額
は
令
和
6
年
よ

り
10
・
9
％
増
の
4
2
3
億
6
0
0
0
万
円
。
国
保
事
業
や
水
道
事
業
な
ど
全
会
計
の
予
算

総
額
は
前
年
度
よ
り
8
・
1
％
増
の
5
7
3
億
4
5
0
7
万
5
千
円
で
過
去
最
大
の
予
算
規

模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
号
は
、
そ
の
中
の
一
部
の
予
算
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
・
2
0
2
5
年
の
４
月
か
ら
大
府

市
の
国
保
税
を
引
き
上
げ
る
議
案
が
出
さ

れ
ま
す
。
左
表
の
よ
う
に
、
保
険
税
を
割

り
出
す
所
得
割
に
つ
い
て
は
、
医
療
分
が

０
・
６
％
、
支
援
金
分
は
０
・
３
％
、
介

護
分
は
０
・
２
％
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

る
と
い
う
も
の
。
合
わ
せ
て
１
・
１
％
の

引
き
上
げ
で
す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤

ち
ゃ
ん
に
も
掛
け
る
均
等
割
も
、
医
療
分

３
６
０
０
円
、
支
援
金
分
が
１
０
０
０
円

の
引
き
上
げ
で
、
合
計
で
４
６
０
０
円
の

負
担
増
と
な
り
ま
す
。
大
府
市
は
独
自
に

18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
に
均
等

割
を
一
律
９

割
減
免
し
て

い
ま
す
が
、

国
保
加
入
世

帯
の
８
割
は

２
０
０
万
円

の
課
税
標
準

所
得
世
帯
で

す
。
負
担
増

と
な
る
世
帯

が
増
え
る
こ

と
は
間
違
い

　
日
本
共
産
党
は
保
険
税
の
引
き
下
げ
を
！

と
要
求
し
て
い
き
ま
す

①
国
：
１
兆
円
の
公
費
投
入
で
協
会
け
ん
ぽ

　
並
み
の
保
険
税
に

②
県
：
国
保
会
計
に
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

　
れ
し
て
、
１
人
３
万
円
の
引
き
下
げ
を

③
大
府
市
：
法
定
外
繰
り
入
れ
で
保
険
税
減

　
免
制
度
の
拡
充
を

・
こ
れ
ま
で
の
紙
の
保
険
証
が
、
有
効
期
限

　
ま
で
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
登
録
を
し
て
い
な
い

　
人
は
、
現
行
保
険
証
の
有
効
期
限
ま
で
に

　
送
ら
れ
て
く
る
「
資
格
確
認
書
」
で
引
き

　
続
き
保
険
診
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録
し
て
い
る
人
も
、　

　
「
登
録
解
除
」
や
「
要
配
慮
者
申
請
」
の

　
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

引き上げ!?何
で
も

値
上
げ
で

大
変
な
の
に
…

均等割は
4600円も 負担増に

４
月
か
ら
国
保
税
引
き
上
げ

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
て
引
下
げ
を

日
本
共
産
党
が
提
案

▼医療分・支援金分・介護分を合わせた
　税率・税額の改定内容

区分 現行 R7年改定後 差

所得割 10.9% 12% 1.1%増

均等割 45,900円 50,500円 4,600円増

平等割 36,000円 36,000円 据え置き

マイナ保険証が導入されましたが

現行の保険証使えます
　昨年 12 月から「マイナ保険証」
が導入されましたが、トラブルが多
く利用率は低迷しています。でも安
心してください。

新年度予算は総額573億円余
住民目線でしっかりチェツク 日本共産党 ・久永市議

　3 月議会で審議される新年度市予
算は、総額 573 億円余。内容をい
くつか紹介します。

◆手術支援ロボット導入

◆中学の給食無償化

◆救急体制を強化

◆ふれあいバスの運行改善

◆水道料金を半年免除 ◆ディサービスセンター廃止

◆第2教育支援センターを整備

　１台３億５千万円の最新の手術支
援ロボットの国立長寿医療研究セン
ターへの導入を支援。市民が市内の
医療機関で低侵襲の手術を受けられ
る体制を整備するため。

　水道基本料金分の免除を半年行う。
しかし下水道料金の約 20％の値上げ
は延期も見直しもなく 2022 年 10
月に続き 2025年 4月にも強行。

　小学校は未定。給食費無償化の基
金をつくり拡大への準備を進める。

　救急車1台分の消防職員を増員（条
例定数 10 人増で 115 人の予定とな
る）。不足する出張所の増設にも可能
性が高まる。

　ふれあいバスを 2 路線新設。通院
や買い物へのアクセス強化を求める
市民の声にこたえ、路線の改正を行
う。

　市が運営する大府市デイサービス
センターを、この３月末に廃止。同
所で「おおぶおもちゃ美術館」を開
館する計画。

　令和 7 年度に建設工事、8 年度に
開設を予定。


